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本発表の流れ

× 本研究の目的
× フレーム指向概念分析 (Frame Oriented Concept 

Analysis of Language; FOCAL) の紹介
× コーパス分析に基づく「逃げる」の階層的意味フ
レーム

× 心理実験によるコーパス分析結果の検証
× 「襲う」の意味フレームとの関係
× 結論とまとめ
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本研究の目的

× 階層的意味フレーム分析の有効性を示す結果を
追加する．

ƴ 「襲う」（JCLA06; 中本ほか, 2005）だけ，たまたま上手く
いったわけではない．

× ヒトの言語理解の内容が相当に詳細であること
を示す．

ƴ 抽象的・一般的レベルの記述だけでなく，具体的・個
別的レベルでの記述が必要である．

4

フレーム指向概念分析

（FOCAL）とは?
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FOCAL とは

× フレーム意味論およびフレームネットの知見を取り
入れた概念分析の枠組み（黒田ほか, 2005）

× 言語表現から理解される意味内容（概念化）を記述
するための枠組み

× 記述の単位として，状況レベルでの意味フレームを
採用

ƴ 〈何〉が〈何〉のために〈何〉をé 〈どうする〉
ƴ 状況スキーマ situation schema の一表現
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FOCAL のポリシー

× まず，しっかりした記述！そのために観察！
ƴ その手段としてコーパスの事例分析
ƴ 言語学者の分析の妥当性を保証するための心理実験

× ホントの説明は言語学にだけ通じるものではないは
ず．

ƴ “認知”をうたうなら特にそう．
ƴ ヒトの生々しい言語使用を予測したり，NLPで応用できた
りするはず（と，とりあえず信じておきましょう）
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階層的意味フレーム分析

× Hierarchical Frame Network Analysis (HFNA)

× FOCAL の提案する概念分析の手法

× コーパスからターゲットとする語を含む文を網羅
的に採取し，その語が喚起（支配）している意味
フレームを特定する．

× 意味フレームを具体化－抽象化のリンクを持つ
階層的ネットワークとして関係づける．

8

「逃げる」のコーパス分析と

階層的フレームネットワーク
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「逃げる」のコーパス分析

× 日英対訳新聞コーパス（内山・井佐原, 2003)から
「逃げ」を含む文を全て採集（204例）．

× Excel上で成型し，〈逃げるモノ S〉〈逃げモト X〉
(〈逃げサキ Y〉)を表す文字列を切り出す．

× それぞれについて意味型（自然分類），意味役割
（状況内での役割）を特定し，文が実現している
意味フレームを同定
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分析の実際

S ID Left Key
Key
Feature
s

Right
W:逃げる
目的・理
由

S:逃走
主

Sの意味
型

S の意味
役割

X:危険[+
から]

Xの意味
型

X の意味
役割

Y:避難所[+
に]

Yの意味型
Yの意味役
割

5887

<J>すばらしいビジョンを公
表しておきながら、同政権
は、大きな革新には付きも

のの論争から

逃げ
[+v,-
compou
nd]

ているような感じだ。</J>
面倒を避
ける

同政権
[+は]

政治体 行動主
議論:論争
[+から]

議論
面倒な事
態[-
physical]

NULL

12186
<J>新たな処理ルールを厳
格に機能させるには、金融
機関に国有化という安易な

逃げ
[+n,+co
mpound:
__道]

道を与えることは許されな
い。</J>

負担を避
ける

金融機
関

企業 NULL 課題
負担?損
失?

国有化

回避先
[+specific,
+metaphori
c]

13142

<J>犯人は社長らを縛った
うえ台所の包丁で脅し、社
長が財布から出した現金約

二十万円を奪って

逃げ
[+v,-
compou
nd]

た。</J>
捕まらな
いように

犯人[+
は]

[+human,
+robbery,
-
military,-
mass]

NULL 場所 犯行現場 NULL

14211 <J>一人は、ひき 逃げ
[+v,+co
mpound:
引き__]

した主婦の乗用車を、事故
直後に追跡した目撃者。
</J>

捕まらな
いように

一人[+
は]

[+human,
+robbery,
-military,
-
grouped]

加害者 NULL 場所 事故現場 NULL

16939
<J>「金は飲食費などに使っ

た。
逃げ

[+v,-
compou
nd]

るのに疲れ、警察の看板が
目に入ったので出頭した」と
供述している。</J>

捕まらな
いように

NULL

[+human,
-
military,-
mass]

NULL 警察
追跡者（逮
捕主）

NULL

17039
<J>「改正」論議から逃げる
のは、そうした責任から

逃げ
[+v,-
compou
nd]

るに等しい。</J>
厄介ごと
を避ける

NULL
[+human,
+political]

引責者 責任 責任 責任 NULL

回避先[-
specific,
+metaphori
c]

19097
<J>殺害後、一日余りたって
から通報したことについて

は、「
逃げ

[+v,-
compou
nd:__よ
う]

ようと思ったが、思い悩んだ
末、警察に言うことにした」
と話しているが、犯行後の
三十日朝もふだん通り、新
聞を配達していた。</J>

捕まらな
いように

NULL

[+human,
+criminal,
-
military,-
mass]

NULL 警察
追跡者（逮
捕主）

NULL
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コーディングの例

× 男は店員がレジから出した現金十万円を奪って逃げた。

捕獲の危険性の
ないところ??NULL〈逃げサキ Y 〉

捕まらないように－NULL〈逃げる目的W 〉

捕獲者[+potential]?犯行現場
警察 [未到着]

NULL〈逃げモト X 〉

犯罪者
ヒト[+adult, 

+male, -grouped男〈逃げるモノ S 〉

意味役割意味型文字列

犯罪者の捕獲者からの逃走

12

同定されたフレーム

F12 ヒト以外の生物の
自然災害からの避難

F06 非犯罪者の捕獲
者からの逃走

F17 モノ（具体物）の経
路からの流出

F11 ヒト以外の生物の
危険な場所からの避難

F05 戦闘時における
敵からの逃走

F16 確保していたモノ
の喪失

F10 ヒトの保管装置か
らの脱出（戦闘）

F04 非戦闘時におけ
る敵からの逃走

F15 ヒト以外の保管装
置からの脱出

F09 ヒトの保管装置か
らの脱出（非戦闘）

F03 ヒトの自然災害
からの避難

F14 ヒト以外の捕獲装
置からの脱出

F08 ヒトの捕獲装置か
らの脱出

F02 ヒトの危険な場
所からの避難

F13 ヒト以外の捕獲者
からの逃走

F07 犯罪者の捕獲者
からの逃走

F01 ヒトの不快事態
の回避
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フレームの弁別的意味素性(1)

× 17個のフレームの区別に下記のような意味素性が寄与．

Xは実際に移動したx moved physically13
X は逃げる計画を立てていたx plans to escape12
Xは犯罪者であるx is a criminal11
Xは手で触ることができるx is tangible10
Xには捕まる理由があったx is susceptible9
Xは戦争か戦闘に参加していたx is in a battle8
Xは一定の経路を通って逃げたx escapes through a path7
Xは捕らえられていたx is captivated6
Xは意図的に逃げた．x is intentional5
Xは目に見える．x is visible4
Xは生き物である．x is alive3
Xは人間である．x is human2
Xは生きているように感じられる．x is animate1
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フレームの弁別的意味素性(2)

YはXを見つける能力や機能を持つy detects x31
YはXを捕まえるy captivates x30
Yは自由を奪うy is constraining29
Yは手で触ることができるy is tangible28
YはXを追いかける．y chases x27
Yは別の場所に移動可能であるy is movable26
YはXを捕まえようとしていた．y is intentional25
YはXにとって不快である．y is unpleasant24
YはXに害をなすy is harmful23
Yは危険である．y is dangerous22
YはXの敵である．y is an enemy21
Yは機械あるいは器具である．y is an instrument20
Yは閉じた空間である．y is closed19
Yは場所である．y is a place18
Yは目に見える．y is visible17
Yは生き物である．y is alive16
Yは人間である．y is human15
Yは生きているように感じられる．y is animate14
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階層的ネットワーク化 (1)
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コーパス分析のまとめ

× 「逃げる」が表しうる17個の意味フレームを特定
ƴ 一部のフレーム（F16, F17）を除き，〈逃げるモノ〉は

[+animate] ．
ƴ 〈襲い手〉の変異が大きい「襲う」に比べ，フレームの区別
は微妙．

× （素性）ラティスによる階層構造の表現
ƴ 素性の重要性を反映
ƴ 全体として，複数の中和パターンを許容する複雑な構造
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心理実験による検証

カード分類と素性評定




